






































































  ×　  →　  ×　　（習得しづらい）
  ○　  →　  ×　　（習得しづらい）
  ×　  →　  ○　　（習得しやすい）































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  うきうき /わくわく /どきどき
うきうきは楽
たの
しいことが決
き
まっている時
とき
の心
こころ
の状
じょうたい
態を、わくわくは楽
たの
しいことを期
き
待
たい
して
いる時
とき
の心
こころ
の状
じょうたい
態を表
あらわ
します。そのため、「彼
かれ
は宝
たから
くじで１万
まん
円
えん
当
あ
たったと言
い
って、わくわく
していた」とは言
い
いません。また、どきどきは恐
きょう
怖
ふ
・不
ふ
安
あん
・期
き
待
たい
・驚
おどろ
きで心
しん
臓
ぞう
の音
おと
が強
つよ
く鳴
な
ることを表
あらわ
した、音
おと
に注
ちゅうもく
目した表
ひょうげん
現です。
 • はらはら　（態）
①  誰
だれ
かを見
み
て失
しっ
敗
ぱい
しないかと心
しん
配
ぱい
するようす。
彼
かの
女
じょ
が料
りょう
理
り
をすると、怪
け
我
が
をしないかと、はらはらする。
昨
さく
夜
や
は野
や
球
きゅう
の試
し
合
あい
をはらはらしながらテレビで見
み
ていた。
②  涙
なみだ
や花
はな
びらなど、軽
かる
く薄
うす
く小
ちい
さい物
もの
が続
つづ
けて落
お
ちるようす。
春
はる
になると、この道
みち
は桜
さくら
の花
はな
がはらはらと散
ち
ってとても綺
き
麗
れい
です。
はらはらと舞
ま
う紙
かみ
しぶきの中
なか
から、役
やく
者
しゃ
が登
とうじょう
場した。
 • そわそわ　（態）気
き
になることがあって、落
お
ちつかないようす。
好
す
きな彼
かの
女
じょ
の部
へ
屋
や
の窓
まど
が見
み
え始
はじ
めると、そわそわしてくる。
昨
き の う
日の合
ごう
コンではかわいい子
こ
が前
まえ
に座
すわ
ったので、そわそわして落
お
ち着
つ
かなかった。
  はらはら /そわそわ
はらはらは誰
だれ
か他
ほか
の人
ひと
の身
み
に起
お
こっていることを見
み
守
まも
る立
たち
場
ば
で、心
しん
配
ぱい
する気
き
持
も
ちを言
い
うの
に対
たい
して、そわそわはひとつの事
こと
が気
き
になって落
お
ちつかず、他
ほか
の事
こと
に集
しゅうちゅう
中 出
で
来
き
ないようす
を言
い
います。
 • おろおろ　（態）思
おも
いがけないことが起
お
こり、慌
あわ
てるようす。
料
りょうりちゅう
理中に地
じ
震
しん
が起
お
こり、火
ひ
を消
け
すのも忘
わす
れて、ただおろおろとしてしまった。
運
うん
転
てん
中
ちゅう
突
とつ
然
ぜん
横
よこ
のバイクが倒
たお
れ、おろおろしながら車
くるま
を降
お
りた。
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おろおろ /そわそわ
おろおろする状
じょう
況
きょう
は望
のぞ
ましくない事
こと
で、そわそわする状
じょう
況
きょう
は緊
きんちょう
張するがうれしい事
こと
だと
いう違
ちが
いがあります。したがって、「料
りょう
理
り
中
ちゅう
に地
じ
震
しん
が起
お
こり、火
ひ
を消
け
すのも忘
わす
れて、ただそわ
そわしてしまった」とは言
い
いません。
 • うっかり　（態）注
ちゅう
意
い
しないで、失
しっ
敗
ぱい
してしまったようす。
  ＊うかうか
バイトが忙
いそが
しく、うっかりしている間
あいだ
にレポートの提
ていしゅつ
出期
き
限
げん
が過
す
ぎていた。
学
がっ
校
こう
に遅
おく
れそうになって急
いそ
いで家
いえ
を出
で
たら、うっかり鍵
かぎ
をかけ忘
わす
れてしまった。
 • うんざり　（態）物
もの
事
ごと
が十
じゅうぶん
分すぎて、嫌
いや
になるようす。
いくら好
す
きだからといって、毎
まい
日
にち
毎
まい
日
にち
カレーばかりじゃ、うんざりするよ。
最
さい
近
きん
、うんざりするほど迷
めい
惑
わく
メールがたくさん届
とど
く。
 • がっかり　（態）望
のぞ
みが無
な
くなり、気
き
持
も
ちが沈
しず
むようす。
楽
たの
しみにしていた旅
りょ
行
こう
が中
ちゅう
止
し
になり、がっかりした。
合
ごう
格
かく
すると思
おも
っていた試
し
験
けん
に落
お
ちて、彼
かれ
はがっかりしているそうだ。
 • くよくよ　（態）済
す
んだことをいつまでも思
おも
い悩
なや
むようす。
彼
かれ
は大
だい
学
がく
受
じゅ
験
けん
に失
しっ
敗
ぱい
したことを、いつまでもくよくよしている。
くよくよ悩
なや
んでいないで、次
つぎ
の会
かい
社
しゃ
に履
り
歴
れき
書
しょ
を送
おく
るように、彼
かの
女
じょ
にアドバイスした。
  がっかり /くよくよ
がっかりもくよくよも、望
のぞ
まない事
こと
があって落
お
ち込
こ
むことを表
あらわ
しますが、くよくよの方
ほう
が、
落
お
ち込
こ
む状
じょうたい
態が続
つづ
いていることに注
ちゅうもく
目した表
ひょうげん
現です。「くよくよ悩
なや
む」とは言いますが、「がっ
かり悩
なや
む」とは言
い
いません。
 • すっきり　（態）無
む
駄
だ
がなく、気
き
持
も
ちが良
よ
いようす。
  ＊すきっと
好
す
きなテニスで汗
あせ
を流
なが
すとすっきりする。
昨
さく
夜
や
は早
はや
く寝
ね
たので、すっきりと目
め
が覚
さ
めた。
 • はっと　（態）
①  急
きゅう
に思
おも
い当
あ
たるようす。
新
しんしょうひん
商品のアイデアがはっとひらめいた。
集
しゅうちゅう
中して試
し
験
けん
勉
べんきょう
強をしていて、はっと気
き
づいたら、朝
あさ
になっていた。
②  思
おも
いがけないことで驚
おどろ
いたり、とまどったりするようす。
消
しょうぼうしゃ
防車の大
おお
きなサイレンの音
おと
に、はっと目
め
が覚
さ
めた。
隣
となり
の席
せき
の子
こ
が髪
かみ
を切
き
ったら、はっとするほどきれいになった。
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  はっと・ぱっと・ばっと
はっとは心
しん
理
り
的
てき
な動
どう
揺
よう
に注
ちゅうもく
目した言
い
い方
かた
なのに対
たい
して、ぱっと、ばっとは動
どう
作
さ
・状
じょうたい
態の変
へん
化
か
に注
ちゅうもく
目した言
い
い方
かた
です。ぱっとは変
へん
化
か
が一
いっしゅん
瞬で起
お
こるようすをばっとは大
おお
きく勢
いきお
いがある
動
うご
きを表
あらわ
します。
 • びっくり　（態）思
おも
いがけない出
で
来
き
事
ごと
のために、驚
おどろ
くようす。
  ＊びくっと・びくびく
就
しゅうしょく
職した会
かい
社
しゃ
に中
ちゅうがく
学の同
どうきゅうせい
級生がいてびっくりした。
初
はじ
めて日
に
本
ほん
に来
き
た時
とき
、電
でん
車
しゃ
賃
ちん
が高
たか
くてびっくりした。
  びっくり /はっと
どちらも驚
おどろ
くようすを表
あらわ
しますが、はっとは感
かん
嘆
たん
して発
はっ
することばの、「はっ」からきてい
るので、思
おも
わず声
こえ
が出
で
るイメージ。それに対
たい
して、びっくりは鋭
するど
くほんの少
すこ
し動
うご
く「びくっ」
からきているので、体
からだ
が一
いっしゅん
瞬動
うご
くイメージ。はっとの方
ほう
が突
とつ
然
ぜん
起
お
こったという感
かん
じがびっく
りより強
つよ
く出
で
ます。
 • ほっと　（態）安
あん
心
しん
して大
おお
きく息
いき
をはくようす。
やっと期
き
末
まつ
試
し
験
けん
が終
お
わってほっとした。
寝
ね
坊
ぼう
して駅
えき
まで全
ぜん
速
そく
力
りょく
で走
はし
ったら、間
ま
に合
あ
う電
でん
車
しゃ
に乗
の
れて、ほっとした。
  ほっと・ぽっと・ぼっと
ほっとは安
あん
心
しん
する気
き
持
も
ちを表
あらわ
しますが、ぽっとは急
きゅう
に何
なに
かが表
あらわ
れたり、火
ひ
が付
つ
いたり、顔
かお
が赤
あか
くなったりするようすを表
あらわ
します。また、ぼっとは火
ひ
が燃
も
えるようすや顔
かお
が赤
あか
くなるよ
うすの他
ほか
に、気
き
力
りょく
がないようすも表
あらわ
します。
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